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こんな研究

をしていま

す 

現代のネット社会はどうなるのか、インターネットが我々をどのように変えるのか、これはテクノロジのみの
問題ではなく、広く人間の知的な営みに関わる問題であり文化の問題です。ネット社会＝多文化情報空
間の特性や問題点を情報学の立場から学んで行きます。特にネット社会でのより良い自己実現を目指し
て、メディアリテラシ教育、eLearning や ePortfolio 等の教育工学的手法の研究に関心があります。 

最近の研究関心はテキストマイニングなど機械学習の手法を用いてインターネット上のビッグデータ
を分析することです。特に中国からの留学生と一緒に Web やソーシャルメディア上の中文テキストの統
計的な分析を試みており興味深い知見が得られています。 
また大学院時代の研究テーマも大事にしており音響処理とミュージコロジーの観点からコンピュータ音
楽、電子楽器についても継続的に研究をしています。 

こんな成果

を挙げてい
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ほかに、こん

なジャンル

に関心をも

っています 

⚫ 情報学（インターネット、情報メディア論） 
⚫ 教育工学（特に ePortfolio 、eLearning ） 
⚫ 電気・計算機工学（信号とシステム、通信、データサイエンス、確率過程、機械学習） 
⚫ 音声情報処理（音声認識、音響モデル、対話システム、ロバストネス） 
⚫ ディジタル信号処理（特にコンピュータ音楽、音響、マルチメディア） 
⚫ 応用言語学（異文化コミュニケーション） 

こんな授業

を行なって

います 

 

現代社会をメディアとしての諸特性において分析することを目指しています。 
 
【多文化情報メディア論ⅠＡ−ソーシャルメディアの調査と分析】 
Twitter、ブログ、Web などインターネットの書き込みをデータサイエンスで分析します。 
同時にイメージ、映像などのメディア情報の分析手法やモデル化を学び、実際のデータに適用して分析
します。 
 
【多文化情報メディア論ⅠＢ−ポピュラー音楽制作とスタジオ技術の歴史】 
ポピュラー音楽をテーマとしてとりあげ、シンセサイザ、サンプラー、ドラムマシンなど電子楽器とスタジオ
での音響効果の技術を学びます。原書購読とフィールド録音、映画音楽、放送など様々な音源から音楽
史上での関連事項の理解を深めつつ、現代のアーティストについても学びます。 

学会や社会

でこんな活

動をしてい

ます 
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法政大学教育開発支援機構 ICT 教育プロジェクト委員(2011-2012,2013-) 
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